
○昭和６１年８月の大洪水を契機に実施した「水害に強いまちづくりモデル事業」について、
令和元年台風１９号による大規模な氾濫被害を踏まえ、より水害に強いまちづくりを目指し、新たな取組をとりまとめ。

○引き続き、関係機関が連携を図りながら、具体化に向けた検討及び各種取組について実践。

Ⅱ.氾濫拡大の防止
→大規模な内水の氾濫を抑制し、被害を最小限にとどめる対策

Ⅰ.治水安全度の向上
約３０１億円

→再度災害の防止に向け、河川の
水位を低下させる対策等

Ⅴ.適正な土地利用の規制誘導
→水害に強い土地利用等再構築

宮城県大郷町 吉田川堤防決壊状況

吉田川→

※上記はイメージであり、具体的な対策内容等については、今後の検討等により整理していくこととしています。

宮城県大崎市・大郷町・松島町の氾濫状況

Ⅲ.避難地警報システム

Ⅳ.氾濫水排除の迅速化
→湛水の長期化を抑制する強制排水機
能向上対策等

＜主な取組メニュー＞
■河川整備
・堤防整備 ・河道掘削 ・側帯整備
■ダム等洪水調節機能の向上
・ダムの柔軟な対応（既存ダム有効活用）
■より治水安全度を向上させるための
調査・検討

・河川整備計画の変更
・新たな治水対策の検討

例：洪水調節施設、河道拡幅等

＜主な取組メニュー＞
■内水対策
・雨水貯留施設・調整池の整備
・排水路の整備・維持管理
■氾濫流制御施設
・道路嵩上げ（二線堤）

Ⅵ.新たな減災・ソフト対策
→「水害に強いまちづくりモデル事業」策定以降に、新たに取り組まれてきた減災対策の推進

＜主な取組メニュー＞
■水防災拠点の拡張・増設
・水防災拠点の拡張
・避難建屋・備蓄物資の整備
■避難路・復旧路線の確保
・道路嵩上げ
■ハザードマップ
・地区別ハザードマップ
・内水ハザードマップ
■水位情報等情報提供の強化
・光ファイバー回線の2重化

堤防決壊箇所
鳴
瀬
川→

＜主な取組メニュー＞
■緊急排水樋門
・排水樋門敷高の

工夫・改良
■排水能力の強化
・排水施設の増設検討
・既設排水機場の
能力強化・非浸水化

・防塵対策

＜主な取組メニュー＞
■将来的な土地利用の規制誘導
・都市計画等と防災対策の連携強化
■移転・建替え補助制度の検討
・浸水想定地域等ハザードエリアからの移転・
建替え等に対する自治体支援の推進 等

＜主な取組メニュー＞
■洪水時における河川管理者等からの情報提供
・地域別情報発信手法の構築
・災害時情報担当者の確保・連絡体制の構築
・浸水情報、通行止め等の道路交通・規制情報の共有

■避難勧告等発令の対象区域、判断基準等の確認
・マイタイムラインの作成
■避難訓練・教育の推進
・ロールプレイング防災訓練の継続実施

■要配慮者支援施設における避難計画の作成
・要配慮者サポーターの育成
■水防活動・排水活動の強化
・関係機関が連携した水防訓練

水防災拠点への避難状況
←
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内浦緊急排水樋門
（呑口部）→避難地、避難路の整備、およ

び避難に資する情報・警報シ
ステム

吉田川・新たな「水害に強いまちづくりプロジェクト」
～大規模氾濫被害の最小化に向けた、より水害に強いまちづくりの実践～

「水害に強いまちづくりモデル事業」 ※モデル事業指定：S63 事業期間：H5～H29（概成）



吉田川・新たな水害に強いまちづくりプロジェクト
～大規模氾濫被害の最小化に向けた、より水害に強いまちづくりの実践～
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【位置図】

〇令和元年東日本台風により、甚大な被害が発生した鳴瀬川水系吉田川において、国、県、市町が連携し、
「吉田川・新たな水害に強いプロジェクト」を進めています。

〇国、県、市町が連携し、以下の取り組みを実施していくことで、より水害に強いまちづくりを目指します。
①被害の軽減に向けた治水対策の推進【河川における対策】 ②地域が連携した浸水被害軽減対策の推進【流域における対策】
③減災に向けたさらなる取り組みの推進【ソフト施策】

ソフト施策
・地区別ハザードマップ等の作成
・要配慮者サポータ－の育成
・防災行政無線屋外子局増設による避難体制の強化
・浸水想定地域等のハザードエリアに対する移転
建替え等補助制度 等

流域における対策
・水防災拠点の拡張、増設
・内水対策（雨水貯留施設・調整池・排水路整備）
・避難、復旧道路の嵩上げ
・排水機場の非浸水化 等

【令和6年7月】

河川における対策

■全体事業費 約３０１億円
【国：約２９７億円、県：約４億円】

災害復旧 約 ３０億円
【国：約 ２６億円、県：約４億円】

改良復旧 約２７１億円
【国：約２７１億円】

■事業期間 令和元年度～令和６年度
■目 標 令和元年東日本台風洪水における

本川からの越水防止
■対策内容 河道掘削、堤防整備等
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令和元年10月13日12時ころ

※計数については、今後の調査、検討等の結果、変更となる場合がある。 太平洋


